
近年、国際化とともに多文化共生の社会になりつつ
あり、コミュニケーションの内容や手段は多様化して
いる。コミュニケーションのインフラとしての情報通
信技術は進化し続けており、全てのモノがインター
ネットに接続可能となる loT（lnternet of Things）技術
により、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間

（現実空間）の境目はなくなりつつある。両空間に溢
あふ

れ
る多種多様かつ膨大な情報（ビッグデータ）を人工知能

（AI）技術により解析し、新たな価値を創出することも
可能となってきた。これにより、言葉の壁や少子高齢
化に伴う人手不足等の社会課題の解決につながる糸口
も見つかりつつある。しかしそれでも、ビッグデータ
から本当に価値のある情報を見いだし、誰もがその情
報を駆使して相互に理解し合い、次の行動を適切にと

れるようになるかというとそれは容易なことではない。
ユニバーサルコミュニケーション研究所（UCRI）で

は、図 1 に示すように、誰もが分かり合えるユニバー
サルコミュニケーションの実現を目指して、日本語を
中心に特定の分野に特化した高品質・大規模データ
ベースを構築し、その基盤を活用した技術、すなわち、

「多言語」、「対話」、「行動支援」に関する 3 つのコア技術
及びコミュニケーションの質を向上させる技術の研究
開発とそれらの技術の社会実装に取り組んでいる。音
声翻訳等の多言語の技術により、相手の言葉が分かり、
対話の技術により、相手の言いたいことが分かり、人
の行動を予測・分析する技術により、人が次の行動を
起こすのを支援することで、誰もが分かり合える社会
の実現に貢献できればと考えている。その際、重視し

図 1　ユニバーサルコミュニケーション研究所における研究開発の概要
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ているのは「研普両道」すなわち「研究」と「普及」の両
立である。研究開発においては、前例にとらわれない
オンリーワン／ナンバーワンのコア技術を創出し、そ
の技術を、広く使っていただける普遍の技術として研
ぎ澄ませることに注力している。そして、それらの技
術を活用した実証／実用システムを産学官の力を結集
して開発・展開し、社会実装につなげるとともに、社
会で生み出された知識源を研究開発へフィードバック
する努力を積み重ねている。この研究開発と社会実装
を循環するポジティブスパイラルを実現することによ
り、コア技術を、世の中で普通に使われる技術に進化
させていきたい。そしてこれにより、国際ビジネス、
高齢者ケア、環境リスク低減等における言葉の壁・知
識の壁・データ利活用の壁をなくし、社会課題の解決
や新たな価値創造等に貢献していきたい。

本特集号では、「多言語」、「対話」、「行動支援」に関す
る 3 つのコア技術、すなわち、ビジネスで使える低遅
延の AI 同時通訳を可能とする多言語コミュニケー
ション技術、仮想的人格を用いてユーザの興味・背景
に合わせた対話を可能とする社会知コミュニケーショ
ン技術、パブリック／プライベートデータを連携させ
た実世界の状況分析・予測を可能とするスマートデー
タ利活用基盤技術及びコミュニケーションの質を向上
させる技術の研究開発とそれらの技術の社会実装に関
する取組の詳細をご紹介する。
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